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副薬剤部長  小林 快至

新年あけましておめでとうございます。寒い日が続い

ていますが、皆様いかがお過ごしでしょうか。

新型コロナウイルスの感染はいまだ続いており、第８

波に入っております。感染防止対策（手洗いの徹底、マ

スクの着用、３密の回避、こまめな換気）を引き続き行

っていきましょう。しかし、マスク着用は、冬場になると

メガネが曇って大変です。早くマスクのない皆様の顔

が見える生活に戻りたいものです。

さて、本年は、大きなイベントとして病院機能評価の

受審を予定しております。職員皆で協力し、より良い

病院にしていきたいと思っています。

今年は卯年ですので、うさぎのようにぴょんぴょんと跳

ねて、皆様にとって飛躍の年となることを祈念しており

ます。

本年もどうぞ宜しくお願いいたします。

●「養氣軒」はホームページでもお読みいただけます→http(s)://nkmc.hosp.go.jp

編集後記

　６階病棟は、脳神経内科・総合診療内科・感染症の
患者さんが多く入院される混合病棟です。特に、パー
キンソン病やALS（筋委縮性側索硬化症）、筋ジストロ
フィーなどの神経筋難病の患者さんが多く入院されて
います。
　私たちは、疾患に立ち向かって頑張っておられる患
者さんの「思い」を実現できるよう、医師・看護師・理学
療法士など多職種で協働し、患者さんがその人らしく
生活できるようお手伝いしています。

T o p i c s   【トピックス】

　整形外科とは、人体の運動器官の疾患や外傷を取り
扱う診療科です。
　頭部・顔面と内臓以外の部分の骨、関節、靭帯、筋肉
を治療いたします。その診療範囲は非常に広く、多岐に
わたります。また、単に疾病や怪我を治すだけでなく、
運動機能を回復させることを目的とした治療も行います。
外来患者さんは１日平均12.5人、入院患者さんは１日平
均15.5人です。
　入院治療は骨折等の外傷性疾患が主です。
　近年はクリティカルパスを導入し、患者さんに治療の
経過がわかるように努めています。整形外科は、夜間・
休日等の時間外での患者さんが多いのですが、時間外
でも可能な限り対応しておりますので、必要な場合は遠
慮なく電話でご連絡いただき受診されてください。 

藤本 勝也整形外科医長

今里 純子6階病棟 看護師長

診療科紹介（整形外科）
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部署紹介（６階病棟）
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長崎川棚医療センター広報誌

●ようきけんとは「病む人の病のみならず心をも癒すことの出来るところ」という意味です。

　新年明けましておめでとうございます。
　さて、全世界がコロナ禍に見舞われてから３年目になります。
やっと出口が見えてきたようですが、まだまだ油断できません。
長崎川棚医療センターでは、『発熱・風邪症状外来』を病棟
および外来棟とは別に設け、診療を続けて３年目になります。
また、病棟においてはいまだ面会制限しております。
コロナ感染を否定させてもらうためにPCR検査を行い、検査
結果が判明するまでは他疾患の患者さんとは離れて診療して
います。玄関では検温も実施して、院内感染が発生しないよう
万全の態勢をとっています。職員の皆さんも、外食や宴会、
旅行等の自粛を長い間続けています。最近では、新型コロナ
ウイルス感染の重症化は少なくなり、”With Corona”の時代に
なってはきましたが、医療施設である長崎川棚医療センター
ではまだまだ”With Corona”を実感できない職員の皆さんが
多いことと思います。
もう少し、頑張りましょう !!!

今年こそは、地域の皆さんにご不便をおかけする体制を一刻
も早く解除できるよう祈っています。
　長崎川棚医療センターの『2023年の目標・スローガン』は、
今年もやはり『地域の皆さんに信頼される病院となろう!!!』です。
地味で、当たり前のようで、簡単なようで、しかし実は大変難し
く地域医療を担う施設が到達するべき理想であります。
『さわやかな笑顔と思いやりの心で、安心、安全な満足される
医療をめざします。そのために、患者さんは言うまでもなく、
全職員ひとり一人を大切にします』という当院の理念のもと、
“地域の皆さんに信頼される病院“となるべく、職員一丸とな
って頑張っていきましょう。

 皆さんにとって、2023年が素晴らしい一年であることを祈り、
ご挨拶といたします。
　今年もどうぞよろしくお願いいたします。

長崎川棚医療センター 病院長

藤岡 ひかる
H i k a r u  F u j i o k a

Hospital  Director  Greetings
年頭のご挨拶

2023A HAPPY NEW YEAR

『さわやかな笑顔と思いやりの心で、安心、安全な満足される医療をめざします』
そのために、患者さんは言うまでもなく全職員ひとり一人を大切にします。

《入院中の患者さんが病室で描かれた水彩画です》

大腿骨頚部骨折の骨接合術後

人工骨頭挿入術後
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